
産業安全専門部会
安全管理活動分科会
会場名 福岡市民会館／福岡市中央区天神５―１―２３
最寄駅 地下鉄「天神」駅／西鉄バス「市民会館前」（４ページ交通案内⑦）

１０月２４日貅のプログラム
９：３０開始

１ 安全衛生管理活動への取組みについて 森林組合職員、作業員が一体となった安
全用具の研究開発と死亡事故発生による
労働安全対策への取組みの成果について
発表する。加美町森林組合参事 橋詰 雅博

９：５５

２ 車両工場の安全推進活動について JR工場作業の特徴とその傷害の形およ
び過去の傷害を分析して、明るい「ゼロ
災」職場を作るための安全推進活動につ
いて、その取組みを述べる。

四国旅客鉄道㈱多度津工場
技術センター科車両技術主任 中上 一

１０：２０

３ 再発防止に基づく店社安全管理活動の改善 災害の再発防止対策に基づき店社の安全
管理活動を見直し、ソフト面での種々の
安全管理手法を採り入れ安全管理のレベ
ル・アップ向上を図った事例。

㈱竹中工務店神戸支店
安全環境G安全環境課長 平井 司

（１０：４５～１０：５５休憩）１０：５５

４ IT 活用による仕入先工事の安全管理 当社構内での仕入先による工事の安全管
理を充実させるため、IT技術を駆使し
システムを構築したので紹介する。トヨタ自動車㈱

プラントエンジニアリング部主担当員 中谷 泰夫
１１：２０

５ 作業実態チェックパトロールによる安全活動 管理監督者が作業者の視点で作業を点検
する作業実態チェックパトロール活動に
より、安全活動の PDCAサイクルが機
能し、活動の活性化が図れた。

NKK京浜製鉄所
厚板工場係長 冨田 誠矢

（１１：４５～１３：００昼休み（１２：３０～１２：５０安全・衛生・快適考案部門金賞作品ビデオ上映））１３：００

平成１４年度 工夫・改善・活動事例コンクール
安全衛生活動部門優良賞作品発表（内容詳細は２８頁に掲載）

（１３：５０～１４：００休憩）１４：００

６ 医療機関の安全管理実施状況と産業医の活用 大阪府下の全病院に質問票を送付し、医
療機関における労災事故防止活動・医療
事故防止活動の実態を調査し、産業医の
役割について考察した。

労働福祉事業団大阪産業保健推進センター
相談員 酒井 英雄

１４：２５

７ 労働安全衛生法に沿っての３０年間 安衛法は偉大である。法に添っての３０
年間中災防の導きにより、安全衛生の向
上が明らかに残り将来への基礎となっ
て、安全文化への参加を決意させる。大阪市水道局厚生課事務職員 大喜多啓价

（１４：５０～１５：００休憩）１５：００
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産業安全専門部会 安全管理活動分科会
１５：００

―労働安全衛生法制定３０周年記念―
労働安全衛生法３０年の回顧とこれからの安全衛生管理

シンポジウム

講 師 白鏗大学法学部教授

労働福祉事業団福岡産業保健推進センター相談員

㈱メルコブレインズシニアマネージャー（兼務：三菱電機㈱）

労働安全コンサルタント

中災防常務理事

司 会 RSTトレーナー会会長

畠中 信夫
馬場 快彦
小野 道實
上江洲盛治
木村 嘉勝
野原 石松

１７：００終了

１０月２５日貊のプログラム
９：３０開始

８ IT ツールを活用した建設工事現場の安全管理 建設工事現場の日常安全管理活動をパソ
コンや携帯情報端末を活用してデジタル
化を図り作業の安全性や生産性を向上さ
せるシステムを開発・活用した。

㈱竹中工務店国立国会図書館関西館
（仮称）建築工事京都支店作業所 大道 泰弘

９：５５

９「温もりの中にも、妥協・遠慮のない職場」を目指して 協力会社と出光は運命共同体との認識
で、一体感をもち、安全活動を進めてい
るが「決めたことを守る」という基本がな
ぜ遵守できないかを切口に活動を紹介。

出光千葉建設保全協力会
安全衛生委員長 祝迫 悟志

１０：２０

１０ IT を駆使した３６５日安全管理活動 各種の勤務形態が混在する職場でホーム
ページで安全情報を伝達し最新画像の
KYTで注意喚起するなど ITの利便性
を駆使した持続的安全管理活動を紹介。

九州日本電気㈱
工務センターシフト主任 坊村 賢児

（１０：４５～１０：５５休憩）１０：５５

労働災害に対する法的責任講 演

弁護士 山上 知裕
（１２：０５～１３：１０昼休み（１２：４０～１３：００安全・衛生・快適考案部門金賞作品ビデオ上映））１３：１０

１１ 技術員・事務職に対する災害防止活動 更なる労働災害撲滅を目指すため、技術
員・事務職に対する労働災害防止活動に
ついてそのあり方を研究し、結果を五つ
の提言としてまとめた。

自動車産業経営者連盟安全衛生委員会第一部会委員
日野自動車㈱総務人事部安全健康推進室チームリーダー 関根 敦行

１３：３５

１２「安全衛生集中診断」による予防安全活動 従来のパトロール点検では安全衛生面の
危険要因が十分除去できていなかったの
で場所を選定して危険要因の先取りする
「安全衛生集中診断」の活動報告である。

東日本旅客鉄道㈱大宮支社
大宮工場車両技術主任 山崎 高志

（１４：００～１４：０５休憩）１４：０５

安全情報の共有から有効活用へ講 演

電気通信大学大学院情報システム学研究科助教授 田中 健次
１５：１５終了

（ 15 ）



産業安全専門部会 機械・設備等の安全分科会
会場名 都久志会館／福岡市中央区天神４―８―１０
最寄駅 地下鉄「天神」駅／西鉄バス「市民会館前」（４ページ交通案内⑧）

１０月２４日貅のプログラム
９：３０開始

１ 車両基地における触車事故ゼロへの取組み 基地内を往来する鉄道車両と作業者との
接触事故を防止するための諸施策を講
じ、車両と作業者相互間の視認性を向上
させることで安全の確保を図った。

東海旅客鉄道㈱東海鉄道事業本部
美濃太田車両区車両技術主任 佐藤 昭司

９：５５

２ 安全帯胴綱フック改良による墜落防止事例 送電鉄塔からの墜落死亡災害が発生。今
まで想定していなかった墜落原因を究明
し、原因となった胴綱フックの改良など
同種災害防止対策に取り組んだ。北海道電力㈱釧路支店電力部送電グループ 小島 修一

１０：２０

３ 接地線断線検出装置付き検電器 検電器の使用前に、接地線を含めた装置
機能全体の良否判定を行い、接地線断線
による無加圧状態の誤判断を防止できる
機能を付加した研究である。

東日本旅客鉄道㈱高崎支社
設備部電力課主席 中里 悦朗

（１０：４５～１０：５５休憩）１０：５５

４ 絶縁肩あての耐電圧試験を安全に行う 絶縁肩あての耐電圧試験方法について、
簡素化、試験の安全確保に取り組み、新
たに絶縁肩あて耐電圧試験器を作成し提
案をした。

東海旅客鉄道㈱東海鉄道事業本部
新城工務区電気係 阿部 真一

１１：２０

５ 通信ケーブル布設時の防護管装着工具の開発 通信ケーブル布設時、立上り箇所、屈曲
箇所等で防護管を装着する必要があり、
安全性、作業性、品質性、時間性等の面
で効果のある工具を開発した。

新生テクノス㈱静岡支店
静岡信号通信営業所所長代理 岸 昇吉

１１：４５

６ キャリパブレーキ検修作業の安全対策 キャリパブレーキ作業場転移に伴い、以
前発生していたヒヤリハットの対策検
討・実施を行い、新検修体制を確立し、
ヒヤリハット０％という成果を得た。

東海旅客鉄道㈱新幹線鉄道事業本部
浜松工場車両係 服部 文和
（１２：１０～１３：２０昼休み（１２：５０～１３：１０安全・衛生・快適考案部門金賞作品ビデオ上映））１３：２０

機械災害の防止に向けて～機械の包括的な安全基準の有効な活用法～
基調講演 機械の包括的安全基準の産業現場への活用―産業安全研究所での最近の研究成果を踏まえて

シンポジウム

独立行政法人産業安全研究所機械システム安全研究グループ主任研究官 梅崎 重夫
（１４：３０～１４：４０休憩）１４：４０

講 師 旭硝子㈱環境安全保安統括本部環境安全室主幹

花王㈱環境・安全推進本部

㈱ブリヂストン安全衛生管理室長

トヨタ自動車㈱安全衛生推進部担当部長

助言者 独立行政法人産業安全研究所機械システム安全研究グループ主任研究官

司 会 中災防技術支援部次長

相川 孝治
佐藤 干城
水野 恒夫
古澤 登
梅崎 重夫
粂川 壮一

１７：００終了
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産業安全専門部会 機械・設備等の安全分科会

１０月２５日貊のプログラム
９：３０開始

７ 大型タンカー原油揚荷作業時の事故撲滅対策 大型タンカーから海底パイプラインを通
して陸上のタンクへ原油を揚荷する作業
を安全に進めるため、作業方法及び設備
を改善し、危険要因を排除した。㈱出光プランテック徳山事業一課班長 原田 敏弘

９：５５

８ 送電線特高ケーブルの保守における安全管理 送電線地中ケーブルの保守管理におい
て、点検孔として設けてあるマンホール
のフタ開閉および室内環境の問題点につ
いて考察したものである。

東海旅客鉄道㈱静岡支社
浜松電力区電気技術主任 白井 尚行

１０：２０

９ 作業用車両のジャッキアップ作業の改善 ジャッキアップ用アタッチメントを考案
し、車体の下にもぐり込んで行なってい
たジャッキアップ作業を、車体側面の作
業に変更し、安全性と作業姿勢を改善。

東日本旅客鉄道㈱長野電力技術センター
電気技術主任 北沢 幸尚

（１０：４５～１１：００休憩）１１：００

平成１４年度 工夫・改善・活動事例コンクール
安全・衛生・快適考案部門金賞作品発表（内容詳細２８頁に掲載）

（１２：２０～１３：３０昼休み）１３：３０

１０ 新検修庫における墜転落防止対策の研究 保守用車機械検修を行う時、屋根上での
高所作業がある。労働災害防止を指導し
て取り外し可能な金具の検討から試験を
行い墜転落防止対策を実施した。

東海旅客鉄道㈱新幹線鉄道事業本部
浜松レールセンター施設技術主任 鈴木 弘

１３：５５

１１ 塗装現場における粉じんの環境管理 近年、環境問題に関心が寄せられる中、
粉じん対策は一向に進まない現状であ
る。そこで、鉄道車両の塗装現場におい
て装置化し改善した事例を紹介する。

東日本旅客鉄道㈱
秋田支社土崎工場助役 米屋 英則

（１４：２０～１４：３０休憩）１４：３０

フェールセーフと安全確認型システム講 演

北九州市立大学国際環境工学部環境機械システム工学科教授 杉本 旭
１５：４０終了
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産業安全専門部会 ヒューマンファクター分科会
会場名 アクロス福岡イベントホール／福岡市中央区天神１―１―１
最寄駅 地下鉄「天神」駅／西鉄バス「市役所北口」（４ページ交通案内⑨）

１０月２４日貅のプログラム
９：３０開始

１ 進化する安全活動「パーフェクト３M活動」 従来の安全活動から現場主導の活動に段
階的に移行することにより、個人の安全
レベル向上だけでなく、グループ全体の
活性化にもなった活動事例である。

川崎製鉄㈱水島製鉄所
線材棒鋼課ラインマネージャー 藤原 正

９：５５

２ 職場自主保全活動を活かした安全活動 自主保全活動を通じ「決めたルールは守
れる」風土を醸成し活動を推進した結果、
災害危険要因である故障、チョコ停が大
幅に減少し安全職場が確立できた。日産自動車㈱横浜工場鍛熱課工長 武田 仁

１０：２０

３ ５S３定定着による安全意識の向上 最先端半導体製造ラインで５S３定向上
委員会を発足させ４つの分科会活動毎に
テーマを作り不具合改善とモラル向上で
安全意識の徹底をした事例である。九州日本電気㈱第四製造部主任 別府 義孝

（１０：４５～１０：５５休憩）１０：５５

４“一声”が仲間を救う！ ２年間で５件のレポート災害を発生させ
たため、ハード面の対策に合わせソフト
面からは「相互注意運動」を展開し災害
「ゼロ」をめざし活動した。

日本冶金工業㈱川崎製造所製造部
厚板工場厚板係成切グループリーダー 後藤 達也

１１：２０

５ ヒューマンエラーによる災害防止の取組み 中災防「安全行動調査」による個人毎の
特性を把握し、これをヒヤリハット発掘
に結びつけた活動を展開し、自主で分析
ソフトを開発した成果を報告する。

日本地下石油備蓄㈱久慈事業所
安全環境課消防保安係直長 千葉 三雄

（１１：４５～１３：００昼休み（１２：２０～１２：４０安全・衛生・快適考案部門金賞作品ビデオ上映））１３：００

第１４回安全衛生教育ビデオコンクール表彰式及び入賞作品上映会
（１５：００～１５：１５休憩）１５：１５

航空に学ぶリスクマネジメント－ヒューマンファクターの視点講 演

日本ヒューマンファクター研究所研究開発室長兼事務局長
元全日空先任機長 石橋 明

１６：４０終了
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産業安全専門部会 ヒューマンファクター分科会

１０月２５日貊のプログラム
９：３０開始

６ 安全評価を活用した危険感受性向上活動 社内安全評価基準の急所・背景の理解と
共有化で１人ひとりの意識を改革し、活
きたKY活動の実践により、安全管理状
態を格段に向上させた。日産自動車㈱総合研究所試作技術課主任 竹内 和行

９：５５

７ 無限の安全へチャレンジ 安全活動の仕掛けを工夫し、管理者と現
場が一体となり、安全意識の強化を図り、
ルールに強い、ルールを守る職場体質向
上を目指した活動事例である。

川崎製鉄㈱水島製鉄所厚板鋳鍛部
厚板課ラインマネージャー 岩上 敏之

１０：２０

８ 非定常作業の災害防止対策 各社の具体的な対策事例や再発防止のあ
るべき姿の検討を通じて非定常作業（保
全作業と異常処理作業について）の労働
災害防止対策をまとめた。

自動車産業経営者連盟安全衛生委員会第二部会委員
NOK㈱人事部安全課課長 青島 一雄

（１０：４５～１０：５５休憩）１０：５５

医療現場のヒューマンエラー対策－総合リスク分析システムの開発と活用講 演

京都大学大学院医学研究科環境衛生学教授 小泉 昭夫
（１２：１５～１３：１５昼休み（１２：４５～１３：０５安全・衛生・快適考案部門金賞作品ビデオ上映））１３：１５

９ 鉄道沿線における立木伐採作業の事故防止 鉄道沿線における立木伐採作業の傷害事
故を防止するため、労基法に基づく安全
教育を実施し、作業方法や手順マニュア
ルを作り、安全作業の向上を図った。

東日本旅客鉄道㈱
仙台土木技術センター施設技術主任 小野垣信也

１３：４０

１０ ５Sとリサイクルを融合させた安全確保 ５Sとリサイクルを融合させ従業員の意
識を改革し、規律のある安全な明るい職
場づくりを推進した事例についてまとめ
たものである。

㈱九電工鹿児島支店
品質・安全管理グループグループ長 安井 初雄

（１４：０５～１４：１５休憩）１４：１５

ヒューマンファクターズとチーム行動講 演

慶應義塾大学理工学部管理工学科教授 行待 武生
１５：２５終了

（ 19 ）



　増加を続ける交通労働災害の防止は、今や全事業場の急務。 
本書はその対策として新しくカリキュラムされた交通危険予知 
訓練（KYT）を豊富なチャートを使って実践的に分かりやすく 
紹介した「交通危険予知ガイドブック」を最新のデータに基づ 
き見直したもの。 
　最近の職場での実践に基づいた意見等を踏まえ、手法の改良 
や新たな手法の開発を掲載した。 

中央労働災害防止協会 編 

B５判　１７８頁 
定価：本体２,０００円+税（送料３１０円） 

中央労働災害防止協会 普及事業部へ ご注文は 

産業安全専門部会 交通安全分科会
会場名 メルパルクホール福岡／福岡市中央区薬院４―１４―５２
最寄駅 西鉄バス「九電体育館前」（５ページ交通案内④）

１０月２５日貊のプログラム（この日のみの開催）
９：３０開始

１ 交通事故“ゼロ”を目指して!! 弊社の安全サイクルの一つであるCRT
運転適性検査（警察庁方式）とアイカメ
ラを活用し、社員各個人の運転適性を把
握・指導し事故を激減させた。

NTT－Neomeit 関西
経営企画部企画部門安全品質担当・主査 堀内 健司

９：５５

２ 自動車運転時ヒヤリハットの撲滅に向けて 安全運転の継続はヒヤリハットを減らす
事にある。そこで、優良ドライバーを指
導員とし、知識・技能教育を行った結果、
ヒヤリハットが減少した。

東海旅客鉄道㈱三重支店
松阪工務区建築技術係 浅野 崇

（１０：２０～１０：３０休憩）１０：３０

３ 安全運転指導員による交通災害撲滅への取組み 交通災害撲滅を目的とし、事業所内に安
全運転指導員を養成し、CSの観点から
マンツーマンによる安全運転の知識、技
能の向上を目的に継続的に実施。

㈱日立製作所デジタルメディア事業部
品質保証部量産検査員 久我 繁

１０：５５

４ 交通労働災害防止へのひとつの試み 死亡労働災害件数のうち、半数を占めて
いた交通労働災害を事業場と労働者の決
意表明等運動を組織的に推進することに
より、発生件数が激減した。姫路地区交通労働災害防止協議会会長 福嶋 三郎

１１：２０

５ 交通事故無事故を目指して！！ 交通事故防止の諸施策の実施にも関わら
ず、前年を上回る７件の事故が発生した
ことにより、職員に安全意識の高揚を図
るため、新たな施策を実施した。松本南郵便局総務課課長代理 矢ヶ崎浩幸

１１：４５終了
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